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Ｉｎｄｅｘ  
２ページ 活動報告：よりどころ当事者会「ひきこもりの家族に心がけて 

ほしいこと」／ホームページリニューアル ほか 

３ページ ひきこもりにとって魅力的な居場所とは  

４～５ページ  

第１５回ＫＨＪ全国大会（オンライン大会） 開催報告 

      池上正樹氏講演、分科会で当 NPOが発言 ほか  

６ページ 発達障がいとひきこもり支援 山本彩 氏 ほか 

７ページ 北海道新聞「私の新聞評」 田中敦理事長の記事が掲載 

刊行物の紹介／読者投稿  

８ページ こちら事務局／編集後記  
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２０２２年 

３月 １日 

No.１３１ 

隔月1回発行 

会報は札幌市さぽー
とほっと基金助成事
業・ひまわりピア・
サポート基金により
作成されています 
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２
０
２
１
年
12
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
居
場
所

「
よ
り
ど
こ
ろ
」
家
族
会
で
は
「
ひ
き
こ
も
り
の
家

族
に
心
が
け
て
ほ
し
い
こ
と
」
に
つ
い
て
ピ
ア
ス
タ

ッ
ッ
フ
の
尾
澤
基
さ
ん
と
大
橋
伸
和
さ
ん
が
話
題
協

し
た
。 

尾
澤
ピ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
の
発
言
主
旨 

 

親
が
ひ
き
こ
も
る
子
ど
も
に
対
し
て
焦
る
気
持
ち

も
理
解
で
き
る
。
だ
か
ら
親
自
身
が
「
自
分
は
焦
っ

て
い
る
状
況
に
気
が
つ
く
」
こ
と
が
大
事
で
、
焦
っ

て
い
る
と
思
っ
た
ら
気
持
ち
を
安
定
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。
色
々
と
親
に
対
し
て
希
望
は
あ
る
が

一
つ
ひ
と
つ
答
え
て
い
た
ら
親
も
疲
弊
し
て
し
ま
う

と
思
う
。 

大
橋
ピ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
の
発
言
主
旨 

 

親
自
身
が
も
っ
て
い
る
「
子
ど
も
に
自
立
さ
せ
る

責
任
」
と
い
っ
た
価
値
観
を
感
じ
て
し
ま
う
と
焦
っ

て
し
ま
う
一
方
、
自
分
に
対
し
て
諦
め
て
い
な
い
と

い
う
期
待
感
を
も
っ
て
い
る
の
は
嬉
し
い
。
37
歳
の

今
、
親
は
収
入
面
で
気
に
し
て
い
る
。
親
か
ら
「
い

つ
ま
で
も
面
倒
は
み
れ
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
親
は
固
定
的
な
価
値
観
で
は
な
く
、
様
々

な
生
き
方
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
す

れ
ば
親
子
関
係
が
楽
に
な
り
前
向
き
な
道
筋
が
見
え

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
親
が
テ
レ
ビ
を
観
て
笑
っ

て
い
る
と
自
分
も
安
心
で
き
る
。
親
が
安
心
し
た
老

後
を
過
ご
し
て
く
れ
れ
ば
自
分
も
自
立
で
き
る
よ
う

な
感
覚
も
あ
る
。 

 
 

２ 

よ
り
ど
こ
ろ
当
事
者
会
を
開
催
「
ひ
き
こ
も

り
の
家
族
に
心
が
け
て
ほ
し
い
こ
と
」 

☆新しい刊行物のご紹介 

電子居場所併設型ひきこもり地域支援

拠点運営研究事業報告書（右写真） 
 

札幌近隣の小樽市、江別市、苫小牧と

帯広で実施されたサテライト事業。初

めてオンラインとの併用で実施された

詳細が網羅されています。 

 

A4版左無線綴モノクロ全 42頁、郵

送料込１冊 500円 

刊行物については事務局までお問い合わ

せください 

 

当ＮＰＯ法人ホームページがリニューアル 

当事者会などの開催案内がより見やすくなります。 

3月下旬から公開します（上記写真は公開予定の画面です）。 

◇お知らせ 

当 NPO は公益財団法人社会貢献財

団から 2022 年度社会貢献者受賞の

内定通知を受けました。当 NPO 活

動も 22 年が経過し、法人としても

細く長く続けて参りましたが、こ

れも皆さまのご支援とご協力の賜

物と深く感謝いたします。これか

らもこれまでどおりできることを

続けていきたいと思います。どう

ぞよろしくお願いします。 

ピ
ア
・サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
当
事
者
性
を
活
か
し
た
ひ

き
こ
も
り
支
援
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
の
内
容
を

ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
３
月
下
旬
に
発
行
し
ま

す
。
ピ
ア
・サ
ポ
ー
タ
ー
実
務
者
研
修
会
や
手
紙
を
活

用
し
た
ピ
ア
・ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
中
心
に
ピ
ア
・

サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
き
ま
す
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１
月
13
日
、
25
日
、
２
月
１
日
、
東
京
都
内
に
活
動
拠
点
が

あ
る
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
団
体
や
行
政

機
関
の
支
援
者
を
対
象
に
し
た
東
京
都
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
「
令
和

３
年
度
ひ
き
こ
も
り
支
援
者
研
修
」
が
ズ
ー
ム
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
講
義
編
と
実
践
編
の
二
部
で
構

成
さ
れ
実
践
編
の
講
師
を
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
田
中
敦
理
事
長
が
担
当

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
居
場
所
支
援
や
居
場
所
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
で

の
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
居
場
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
た
。 

 

対
面
、
非
対
面
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト 

 

対
面
（
オ
フ
ラ
イ
ン
）
に
よ
る
自
助
会
開
催
の
利
点
は
独
り
で

い
ら
れ
る
空
間
や
雑
談
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
空
間
が
感
じ
取
り
や
す

く
参
加
者
の
顔
や
名
前
が
把
握
し
や
す
い
。
非
対
面
（
オ
ン
ラ
イ

ン
）
で
は
自
宅
で
参
加
で
き
る
た
め
交
通
費
が
か
か
ら
ず
遠
隔
地

か
ら
の
参
加
が
で
き
る
。
非
対
面
で
は
顔
や
名
前
を
秘
匿
に
で
き

る
た
め
入
り
や
す
い
。
対
面
で
は
事
前
申
し
込
み
は
必
要
な
い
た

め
敷
居
が
低
く
参
加
し
や
す
い
が
、
非
対
面
で
は
パ
ス
ワ
ー
ド
な

ど
が
必
要
に
な
る
た
め
本
人
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
公
開
が
求
め

ら
れ
る
。 

 

対
面
で
の
最
大
の
利
点
は
居
場
所
で
出
会
っ
た
人
た
ち
が
知
り

合
い
に
な
り
連
絡
先
を
交
換
し
、
居
場
所
終
了
後
に
喫
茶
店
な
ど

で
歓
談
す
る
な
ど
居
場
所
以
外
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
だ
。
居
場
所
支
援
は
居
場
所
と
い
う
器
だ
け
を
つ
く
る
の
で

は
な
く
、
参
加
者
が
居
場
所
以
外
で
自
然
な
人
間
関
係
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
な
も
の
に
し
て
い
く
き
っ
か
け
の
場
で
も
あ
る
。 

 

当
事
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
居
場
所
と
は 

 

支
援
者
が
つ
く
る
居
場
所
と
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
が
、
当
事
者
団
が
運
営
す
る
居
場
所

で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
つ
く
ら
ず
、
参
加
者
た
ち
が
意
見
を
出
し
合

い
自
分
た
ち
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
に
入
り

た
く
な
い
人
の
た
め
に
「
お
ひ
と
り
様
」
の
テ
ー
ブ
ル
を
つ
く 

  
 

 

る
。
居
場
所
と
は
人
と
交
流
す
る
こ
と
に
限
定
し
た
場
所
で
は
な

い
こ
と
も
大
事
な
視
点
だ
。
ま
た
運
営
者
側
の
課
題
と
し
て
支
援

者
に
み
ら
れ
が
ち
な
当
事
者
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
め
よ
う
と
せ

ず
、
あ
く
ま
で
も
ど
う
し
た
い
か
を
決
め
る
の
は
そ
こ
に
参
加
す

る
当
事
者
自
身
だ
。
一
体
何
の
た
め
に
誰
の
た
め
に
居
場
所
を
運

営
し
て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
ほ
し
い
。 

居
場
所
と
は
当
事
者
が
「
こ
こ
が
自
分
の
居
場
所
で
す
」
と
思

え
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
「
居
場
所
は
つ
く
る
も
の
」
で
は
な
く

「
居
場
所
に
な
っ
て
い
く
も
の
」
と
い
う
認
識
が
必
要
。
居
場
所

支
援
は
就
労
あ
り
き
で
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て

は
い
け
な
い
。 

 

居
場
所
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
の
利
点 

平
成
30
年
度
に
国
の
政
策
と
し
て
開
始
さ
れ
た
「
ひ
き
こ
も
り

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に
は
市
町
村
に
お
け
る
ひ
き
こ
も
り
の
早
期
発

見
や
支
援
に
繋
げ
る
た
め
の
拠
点
づ
く
り
、
居
場
所
の
拡
充
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
居
場
所
支
援
な
ど
が
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
拡
充
策
と
し
て
推

奨
さ
れ
て
い
る
。
広
範
囲
な
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
も
身
近

な
と
こ
ろ
に
居
場
所
が
で
き
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
。 

当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
札
幌
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
運
営
す
る
居
場
所

「
よ
り
ど
こ
ろ
」
親
の
会
で
は
、
当
事
者
（
ピ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
）

と
親
た
ち
が
斜
め
の
関
係
で
交
流
す
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま

た
当
事
者
会
で
は
参
加
者
同
士
が
知
り
合
い
に
な
り
ア
ル
バ
イ
ト

を
始
め
た
例
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
居
場
所
は
様
々
な
側
面
を
も

っ
て
い
る
。 

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
は
ひ
き
こ
も
る
過
程
で
生
き
る
意
味
を
模

索
し
自
分
と
は
何
な
の
か
を
考
え
右
往
左
往
し
な
が
ら
社
会
と
の

接
点
を
探
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
当
事
者
は
居
場
所
で
何
が
し

た
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
た
い
の
か
を
表
明
す
る
の
が
難
し
い

た
め
、
し
っ
か
り
と
彼
ら
彼
女
ら
の
言
葉
を
聞
い
て
受
け
止
め
て

い
く
こ
と
を
重
視
し
て
居
場
所
を
運
営
し
て
い
る
。 

 

私たちの仲間になりませんか 会員募集をしています 

正会員      賛助会員      寄付金 

入会金 1,000 円  入会金 1,000 円   一口 1,000 円～ 

年会費 3,000 円  年会費 2,000 円 

入会金、会費納入は、下記郵便振替口座へのお振り込みでお願いします。 

●口座記号番号 02700-4-66261 

●加入者名   レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク 
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◆基調報告「ポストコロナに求められる社会とは」宮崎大学教育学部教授 境 泉洋 氏 

2021年に行ったKHJの調査によるとコロナウイルスによって当事者や家族が受けた影響では「精

神的に不安定になった」「収入減、休職減」などマイナス点が挙げられる一方、「家族関係が改善し

た」「適度な距離感が保てた」「オンラインの講演会に参加しやすくなった」などプラス面も挙げられ

た。このようなプラス面を残していくことが今後の社会に求められ大きなポイントだ。 

 80代の親が 50代の当事者と同居する 8050ケースでは「孤立（相談につながっていない）」の回

答数が 11％だが、その世代が 10年移行した 9060ケースでは同じ設問の回答数が 36％に上昇して

いる。ひきこもりの最終的な支援目的が孤立の阻止にあると言える。また兄弟姉妹の負担が 8050ケ

ースの 11％から 9060ケースの 22％に上昇し兄弟姉妹の負担が増えることも注目すべきだ。 

 以上のような実態を踏まえてポストコロナ社会に求められることは「ひきこもることへの偏見」をな

くすために英国の施策に準じた全国民で孤立孤独について語ることが大事だ。2017年に全国 17箇所

で開催した「ひきこもりつながる考える対話交流会」は様々な立場を交えた理解啓発の場になってい

た。また孤立しがちなひきこもりの方を助ける場所をつくるという発想もあるが、既につながりの場が

ある場所を支えていくことも大事だ。その意味から参加費で運営できコストがかかりにくい「家族会」

が当事者や家族が安心して集まることができる場所として注目される。KHJの調査では当事者家族と

もに「オンライン支援」を求める声が高く、これからの支援の大きなポイントとなる。こうした当事者

から寄せられた声にしっかり耳を傾けて支援を構築していきたい。 

 

◆基調講演「ひきこもりが示す生きやすい社会」ジャーナリスト 池上 正樹 氏 

昨年 NHKで放送されたドラマ「こもりびと」でひきこもり当事者の父親を演じた武田鉄矢さんのセ

リフで「あいつの努力が足りなかったんだ」それに対してひきこもりの長男役・松山ケンイチさんは

「僕だってさんざん頑張ってきたんだ。これ以上何を頑張ればいいんだ」「効率ばかり求める優しさを

失った国で俺たちの居場所はどこにある」というセリフが印象に残っている。このように終身雇用や年

功序列で生活を成り立たせてきた親世代と、将来が不安定でレールから外れたら元に戻れない就職氷河

期世代との価値観の違いが 8050問題を生み出している。 

 誰もが取りこぼされない社会にするにはどうすればよいか。「できる」「できない」というふるいに

かけられ選別された人たちを選別した側（行政や企業）が彼らを受け入れる社会システムを彼らと一緒

につくる責任がある。ひきこもりは全国推計で 115万人いるがその背景は一人ひとり違うため 115

万パターンの生きにくさ、困りごとがある。そこに誰かが寄り添うことが大事だが、これまでのひきこ

もり支援のゴールは就労であり、就労できない人は精神科へ行くしかない。このようなパターン化した

支援では一人ひとりに寄り添う支援には程遠い。 

 ひきこもりは「安心出来ない社会から自分の身を守るために退避した」と言える。これはひきこもり

に限った話ではない、自分事として考えてもらいたい。ひきこもることは生きていることだ。自死では

なく生きていく選択肢をとっていると理解してほしい。だからこそ最低限生活できる保障を受ける権利

をもっていると思う。こういったメッセージをひきこもっている人に届けていきたい。 

 

２０２１年１１月２７日（土）２８日（日）の２日間にわたり NPO 法人 KHJ 全国ひきこもり家族会連合会

主催「KHJ 全国大会（オンライン大会）」が開催された。KHJ 共同代表の伊藤正俊氏の開会の挨拶の後、来賓

として厚生労働副大臣・古賀篤氏をはじめ４名の国会議員がビデオメッセージで挨拶した。 

初日にはジャーナリストの池上正樹氏の基調講演、宮崎大学教育学部 境泉洋氏の基調報告、厚生労働省 

社会・援護局地域福祉課課長補佐 安西慶高氏の行政説明のほか当事者、家族、医療、研究分野から 5 名が

登壇しシンポジウムが行われた。２日目は「ひきこもり支援の人材育成」「ひきこもりの基本法の制定と推

進」など 5 つの分科会に分かれ見識を深めた。2 日間で延べ 400 名に及ぶ参加者がオンラインで視聴した。本

稿では初日の基調講演と報告、二日目の第二分科会で当 NPO が話題提供した「ピア・サポーターを活用した

支援のあり方」について主旨を変えない程度に編集を加え採録する。 

 

４ 



◆第二分科会「ピア・サポーターを活用した支援のあり方」官民連携とピアサポート～互いの強み

を活かした連携とは～ 
 

ピア・サポーターを活用した支援のあり方～公設民営の支援拠点 当 NPO 理事長 田中 敦 

 私たちが運営している居場所「よりどころ」は札幌市から委託され、ひきこもり地域支援センターと

当 NPOが協働で 2018年から運営している。官民連携でよく問われるような行政が民間団体に業務を

全て任せるのではなく、行政、当事者団体NPO、ひきこもり地域支援センターそれぞれの強みを活か

し一緒になって取り組んでいることが特徴だ。 

ピア・サポートを担うピア・スタッフは専門職よりも一段下に位置づけられる課題があるが、私はひ

きこもりの経験を有するピア・スタッフの経験は専門職と対等あるいはそれ以上の実践的知識をもつ意

味において価値が高いと思う。だからこそピア・スタッフに報酬を得られるような仕組みが必要だ。 

 「よりどころ」では当事者会だけではなく親の会も実施し、そこに当事者ピア・スタッフが入ること

により、悩んでいる親たちとの間に「斜めの関係」ができるため実の親子関係が上手くいっていない場

合、他人の当事者ピア・スタッフが語る話を聴くことで参考になることが多いと思う。「よりどころ」

の当事者会の模様をみると誰がピア・スタッフで誰が参加者なのかがわからない。このようなフラット

な関係を「よりどころ」では特に大事にしている。また「よりどころ」に参加後、ひきこもり地域支援

センターに個別相談に繋がった数が毎年増えている（センターからの情報提供）ことからみても「より

どころ」が重要な地域のプラットフォームとなっていることがわかる。 

札幌市は大規模な政令指定都市のため 1箇所のひきこもり地域支援センターでは対応が追いつかな

い。今後、居場所の内容を拡充し最終的には相談機能を持たせた常設の居場所をつくっていきたい。 

 

ピア活動の大切さと継続性の必要さ 「よりどころ」ピア・スタッフ 大橋 伸和 

 私は小学生から 24歳くらいまで場面緘黙により他者と全く話ができない状況におかれ、不登校やひ

きこもりも経験してきた。現在は「よろどころ」の当事者ピア・スタッフとして活動している。ピア活

動で重視していることは「参加」ではなく「参画」することで、いち参加者ではなく私たちの活動を私

たちで創り上げていくことが大事だ。特に居場所活動で心がけていることは「安心できる場づくり」

だ。ピア活動は決まった方法論がないため不安定感や「自分はいち参加者でよいのか」「スタッフ的な

活動をすべきか」といったことに戸惑いを感じることがある。ピア（仲間）な立場である以上専門性を

もった支援者的な立場ではなく、参加者的な立場でありつつも場の進行役をするような自然体で関わる

ことが大切だと思う。 

 私は不登校時代から様々な居場所支援を受けてきたが、そこで感じてきたことは居場所が単発的また

は不定期に開催されることで、いつどこで開催するのかわからないことや参加が途切れるといった不安

定感があった。「いつもここでやっている」常設型の意義は大きいと思う。また常設型の居場所が確保

できたとしても、そこで活動できる人材の確保も重要だ。安定した人材を得るためには単なるボランタ

リー精神だけではなく生活を支える収入が保障された役割として

ピア・サポート活動が社会に認知される必要があると思う。 

 専門の支援者と違い方法論が確立されていない不安定感を感じ

ながら活動をしているが、そのような状況でも支えになるのが仲

間（ピア）の存在だ。活動を共にするピア・スタッフや「よりど

ころ」の参加者の支えによって今の活動が続けられている。 

 現在の社会状況はピア活動の重要さが浸透していないため、私

たちピア活動を実践している者たちが講演や文章を通して発信し

ていく段階だと思う。 

５ 

KHJ ジャーナル「たびだち」2022 年冬季号（99,100 号大会合併

号-右画像）に第 15 回 KHJ 全国大会の模様が掲載。調査報告、基

調講演、基調報告、シンポジウム、各分会の内容が網羅されてい

ます。第 2 分科会では当 NPO の活動のほか「高知やいろ鳥の会」

が行う官民連携で行うピア・サポートの内容が掲載されていま

す。合併号特別価格 1,000 円(3 冊まで送料・手数料 250 円で送

付) 発行：NPO 法人 KHJ 全国ひきこもり家族会連合会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 12月 31日金曜日、数か月の取材を経て北海道新聞「コロ

ナ下の羅針盤第 1部 会うって何だろう①」で当NPOの取り組みが紹介

された（右写真）。人と人との距離感、人生観にどう影響しているの

か、人と会うことって何だろうか、その意義を改めて問うシリーズ。 

「第一の居場所は自宅、第二の居場所は学校や職場、会合はそのどれ

でもない第三の居場所」。記事では社会と当事者の接点を取り戻す機会

をつくるために開催している居場所「よりどころ」がコロナ禍の影響で

オンライン開催を余儀なくされている現状があり、対面する会合にある

気楽さがないと語る当事者の声を掲載。また「自分がひきこもりだとさ

らけ出してまで第三の居場所に足を運ぶのは少しずつでも社会とのつな

がりを取り戻す一歩になるから」とその意義を感じる田中理事長のコメ

ントが掲載された。 

 

１
月
22
日
土
曜
日
全
国
ひ
き
こ
も
り
Ｋ
Ｈ
Ｊ
家
族
会
連

合
会
北
海
道
は
ま
な
す
主
催
「
発
達
障
が
い
と
ひ
き
こ
も

り
」
と
題
し
た
学
習
会
が
定
例
会
で
開
催
さ
れ
た
。 

講
師
の
山
本
彩
氏
は
札
幌
学
院
大
学
で
心
理
学
や
福
祉

を
教
え
る
一
方
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
。
札
幌
市

自
閉
症
発
達
障
害
が
い
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
発
達
障
が
い

や
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談
を
数
多
く
受
け
て
き
た
。 

講
演
会
の
冒
頭
、
根
幹
に
な
る
話
題
と
し
て
精
神
科
医

師
に
よ
る
研
究
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

ひ
き
こ
も
り
に
は
３
パ
タ
ー
ン
あ
る
。
第
一
群
は
統
合
失

調
症
な
ど
精
神
疾
患
を
主
診
断
と
す
る
ひ
き
こ
も
り
で
薬

物
療
法
の
有
効
性
が
期
待
さ
れ
る
。
第
二
群
は
本
講
演
会

の
テ
ー
マ
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
や
発
達
障
が
い
を
主
診

断
と
す
る
も
の
。
第
三
群
は
人
格
特
性
の
影
響
が
強
い
ひ

き
こ
も
り
で
、
社
会
と
当
事
者
と
の
個
性
が
マ
ッ
チ
ン
グ

し
な
い
タ
イ
プ
の
ひ
き
こ
も
り
を
指
す
。 

発
達
障
が
い
の
最
大
の
特
徴
は
「
得
意
な
こ
と
と
苦
手

な
こ
と
の
差
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
」
だ
が
、
山
本
氏
は

「
当
事
者
の
フ
ィ
ッ
ト
す
る
や
り
方
で
新
し
い
こ
と
を
学

べ
ば
よ
い
。
周
囲
の
空
気
を
読
む
必
要
は
な
く
、
必
要
な

時
に
必
要
な
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
」
と
述
べ
、
大
多
数

の
人
た
ち
と
は
違
う
け
れ
ど
も
、
素
敵
な
部
分
や
強
み
を

多
く
持
っ
て
い
る
当
事
者
の
特
性
に
応
じ
た
生
き
方
働
き

方
を
支
援
者
と
一
緒
に
模
索
す
る
姿
勢
が
第
二
群
の
支
援

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
た
。 

ま
た
複
数
の
作
業
を
一
度
に
指
示
さ
れ
る
と
混
乱
す
る 

発
達
障
が
い
と
ひ
き
こ
も
り
支
援 

 
北
海
道
臨
床
心
理
士
会
・
理
事 

山
本 

彩 

氏 

  

山
本 

北海道新聞に当 NPOの取り組みが掲載 
コロナ禍 第三の居場所に集う人たちの想い 

が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
行
程
を
丁
寧
に
で
き
る
。
「
自
分
の

や
り
方
に
固
執
す
る
」
こ
と
を
言
い
変
え
れ
ば
「
非
常
に

律
儀
で
や
り
方
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
く
れ
る
」
。
こ
の
よ

う
に
障
が
い
の
逆
の
面
に
着
目
す
る
こ
と
で
当
事
者
が
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
と
説
い
た
。 

少
し
前
ま
で
の
教
育
現
場
で
は
発
達
障
が
い
の
子
ど
も

た
ち
は
怠
け
て
い
る
と
烙
印
を
押
さ
れ
、
有
効
な
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
周
囲
か
ら
の
無
理
解
や
い
じ
め
が

あ
り
、
同
年
齢
集
団
か
ら
つ
ま
は
じ
き
に
さ
れ
る
な
ど
社

会
と
の
相
互
作
用
と
の
関
係
で
二
次
的
な
障
が
い
と
し
て

ひ
き
こ
も
り
に
な
っ
て
い
た
。 

２
０
０
５
年
に
発
達
障
が
い
者
支
援
法
が
施
行
さ
れ
全

て
の
支
援
が
整
っ
た
。
乳
幼
児
健
診
の
基
準
が
見
直
さ
れ

母
親
支
援
が
開
始
さ
れ
た
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
本
人
の

特
性
に
配
慮
し
た
就
労
支
援
に
な
っ
た
。
山
本
氏
は
支
援

法
の
存
在
を
知
ら
ず
に
社
会
へ
で
る
こ
と
を
諦
め
る
当
事

者
や
家
族
が
多
数
存
在
す
る
た
め
「
２
０
０
５
年
を
境
に

劇
的
に
支
援
の
環
境
が
変
化
し
た
こ
と
を
当
事
者
や
家
族

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
強
く
訴
え
た
。 

ひ
き
こ
も
り
に
な
っ
て
い
る
発
達
障
が
い
者
の
多
く
は

未
診
断
で
支
援
を
受
け
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
山
本
氏

は
「
発
達
障
が
い
と
い
う
言
葉
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
本
人
に
も
色
ん
な
思
い
や
葛
藤
が
あ
る
こ
と
を
想
像

し
て
理
解
し
て
あ
げ
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
で
、
そ
の
た
め

の
発
達
障
が
い
の
情
報
や
知
識
だ
と
思
う
」
と
締
め
く 

く
っ
た
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６ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
『北方ジャーナル 「居場所事業」で露呈した支援者
優先の組織作り』   
月刊情報誌「北方ジャーナル」２０２２年３月号 ルポ「ひきこもり」

7８  

ちぐはぐさが目立つ小樽市のひきこもり支援。地元ひきこもり家族交

流会は除外され支援者だけで組織化しようとする「小樽市ひきこもり支

援協議会」。地元家族会から出される意見や要望に応えず、目的や理念

も曖昧で本来あるべきひきこもり支援ではない。ジャーナリストの武智

敦子氏が取材執筆する。（有）Re Studio発行 A4版 定価 880円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７ 

 2022年 2月 1日付北海道新聞で

田中敦理事長が「私の新聞評」で介

護問題について述べた内容が掲載さ

れた（左写真）。 

介護における家族の負担ばかりに

目が行きがちだが「認知症になって

も本人の自己決定を尊重して元気な

うちから希望を家族に伝える」とい

った有益な記事を評価した。 

「老いは自分ごととして考えなけ

ればならい」。親亡きあとを生きる

障がい児やひきこもり当事者が親の

介護で苦労するといった多様な介護

があることにも注目した。 

田中理事長は新聞評者委員を 2年

担当し、3月中に開催予定の新聞評

者懇談会を最後に退任する。 

購
読
者
ハ
グ
レ
メ
タ
ル
さ
ん
か
ら
の
投
稿 

「
私 

の 

体 

験 

談
」 

 

 

２
回
入
院
し
た
内
の
１
か
所
で
の
話
で
す
。
私
は

何
を
し
た
か
記
憶
に
な
い
の
で
す
が
、
何
か
し
た
と

看
護
師
か
ら
主
治
医
に
言
わ
れ
１
か
月
半
手
足
を
拘

束
バ
ン
ド
で
き
つ
く
縛
ら
れ
ト
イ
レ
に
も
行
け
ず
、

お
む
つ
を
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
薬
を
朝
と
昼
と
夜
、

眠
剤
を
寝
る
前
に
全
部
一
緒
に
10
粒
く
ら
い
飲
ま
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

個
室
部
屋
の
窓
も
曇
り
ガ
ラ
ス
で
外
も
全
く
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
３
回
脳
に
電
気
シ
ョ

ッ
ク
を
く
わ
ら
さ
れ
（
治
療
法
と
し
て
）
気
絶
し
ま

し
ま
し
た
（
本
当
だ
っ
た
ら
７
回
や
る
予
定
だ
っ
た

が
、
７
回
受
け
て
い
た
ら
死
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な

い
）
。 

 

２
か
月
の
入
院
で
35
キ
ロ
痩
せ
ま
し
た
。
手
足
を

拘
束
バ
ン
ド
で
き
つ
く
縛
ら
れ
て
い
た
の
で
、
１
か

月
半
は
食
事
抜
き
で
点
滴
だ
け
で
し
た
。 

 

縛
ら
れ
て
い
る
と
き
は
夢
で
私
が
何
か
し
よ
う
と

す
る
と
看
護
師
に
邪
魔
さ
れ
、
手
足
を
縛
ら
れ
夢
か

ら
さ
め
る
と
現
実
で
手
足
を
結
束
バ
ン
ド
で
縛
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
何
度
か
こ
の
夢
を
見
て
と
て
も
苦
し

か
っ
た
。
看
護
師
の
な
か
に
は
私
に
「
こ
ん
な
に
固

く
縛
ら
な
く
て
も
い
い
の
に
ね
」
と
言
わ
れ
た
と
き

も
一
度
だ
け
あ
り
ま
し
た
。 

 

ト
ラ
ウ
マ
で
今
で
も
普
通
の
病
院
に
入
っ
て
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
み
る
と
閉
じ
込
め
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
怖
く
な
り
ま
す
。 

  

 

刊 行 物 の 紹 介  



 
◆居場所「よりどころ」、「SANGOの会」参加に伴う留意事項について 
新型コロナウイルス感染防止策として当 NPOでは、居場所「よりどころ」当事者会・親の会、また    
当事者会 SANＧＯの会に安全に参加していただくため、出席にあたっては、マスクを着用のうえ、
咳エチケットの徹底、手洗い又は手指消毒を行うなどの留意事項を遵守していただくことをお願いす
る次第です。たいへん厳しい状況のなかでの再開ですが、よろしくお願いします。留意事項について
は団体ホームページをご覧ください。http://letter-post.com/ 

 
◆「SANGOの会」例会のご案内 
２０２2年 3月は下記日程にて行います。新型コロナウイルス感染拡大による体調不安者に考慮して
オンライン例会も併行して実施します。概ね 35歳を基点にしていますが年齢に関係なく、ひきこも
り当事者や経験者で、同様な仲間と話をしてみたい聞いてみたいと思っている方、またいろいろな情
報を得たいと考えている方は、いらしてください。オンライン例会に参加ご希望の方は当 NPOホー
ムページから事前申し込みが必要です。詳細は事務局までご連絡ください。 

《通常例会》 
北海道におけるまん延防止等重点措置適用により会場開催を控え「中止」といたします。 

 
《オンライン初心者（たとえば体調不安がある人、初参加の人）例会》 
 とき：３月３０日（水）午後 5時３０分から 7時３０分まで 
開催のご案内は随時、当NPOのホームページで公開していきますのでご確認ください。 

 
◆居場所「よりどころ」開催のご案内（3月） 
（当事者会）3月 7日（月）※ 21日（月） 27日（日）  
（親の会） 3月 6日（日） 14日（月）※ 28日（月）※ 
開催会場： 北海道立道民活動センター「かでる２.７」10階 1030会議室 

（札幌市中央区北 2条西 7丁目 道民活動センタービル）JR 札幌駅南口から徒歩 13分 
開催時間：午後 1時 30分から午後 3時 30分まで（短縮開催） 

《オンライン当事者・親の会》 
（当事者会）3月 11日（金） （親の会）3月 25日（金） 
開催時間：午後 6時 00分から 8時 00分まで 
 
利用対象：ひきこもり当事者及びその家族 
参加費：無料 事前申込不要 直接会場にいらしてください。オンラインは、事前申込み必要です。 
※印の日は、ひきこもり地域支援センター相談員の参加予定日です 

 
  

こ ち ら 事 務 局！     今後の動き（2022 年 3 月～） 

８ 

☆編 集 後 記☆ 
今年度最後の会報誌をお届けしました。一年の早さを感じているところです。依然として新型コロ

ナ禍の変異株が拡大しており落ち着かない日々ですが、健康には十分留意されお過ごしください。 

（発行責任者 理事長 田中 敦） 

無 断 複 製 はおやめください 

「人と人とがつながり支え合う地域づくり」開催中止のお知らせ 

令和 3年度厚生労働省社会福祉推進事業として実施予定していました学習会「人と人とが

つながり支え合う地域づくり」はまん延防止等重点措置適用のため中止となりました。参

加準備をすすめていただいた岩手県岩沼市（2月 11日開催予定）、神奈川県座間市(3月

4日開催予定)の関係者のみなさまにはご迷惑をおかけしました。 

 


